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≪概要≫

生命の有する最も基本的な特性の一つは「自己複製」です。これ

は単細胞生物など個体レベルで考える事もできますし、DNA複製

など遺伝情報レベルで考える事もできます。同様に真核細胞にお

いて１０億年以上に渡り、進化上保存されてきた細胞小器官であ

る中心体も細胞周期ごとに一度だけ複製されます。中心体は微

小管-分裂期紡錘体形成中心として機能し、染色体分配やその安

定性維持にも重要な役割を果たしています。また、中心体を構成

する中核構造体である中心小体は、繊毛や鞭毛の基底部として

も機能しています。中心小体が複製することで、中心体全体も倍

加しますが、このシステムの破綻は染色体不安定化を起因とする

細胞がん化、繊毛病や小頭症などの遺伝子疾患、男性不妊など

多くの疾病にも深く関与することが知られています。中心小体の

複製は多種のタンパク質による「自己組織化」と捉えることもでき

ます。「半保存的」「1細胞周期に1コピー」とDNA複製との共通項

がありながら、複製システムとしては全く異なる機構が想定されて

お り 、 そ の メ カ ニ ズ ム の 全 容 は 未 だ に 不 明 で す 。

現在、私達は、中心小体の複製に介在する基本原理の理論構

築、分子機構の解析を精力的に進めています。これまでの解析

から、中心小体構築の初期過程において、進化的に保存された

因子間の相互作用が中心小体の複製を1コピーに制限するのに

重要であることを明らかにしてきました。また、ヒト培養細胞にお

ける超解像顕微鏡観察やin vitro再構成系を用いて、微小空間

において中心小体構成因子が相分離することが複製起点の決定

に重要であることを見出しました。さらに、最近、小頭症と多彩異

数性モザイク（MVA)症候群と中心体動態の関与についても研究

を進めているので、本講演で詳細を議論したいと考えています。
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